
厨
究
の
暴

日

本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
二
十
入
回
）

天
　
沼

俊

一

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
げ
フ
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
シ
キ

　
　
　
第
三
十
三
唐
居
敷
（
績
）

　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
室
町
時
代

の
で
は
、
先
づ
石
製
の
か
ら
か
く
ご
、
法
隆
寺
東
院
西
門

の
が
さ
う
で
あ
ら
う
Q
た
“
あ
れ
丈
け
で
は
見
當
が
つ
き

に
く
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
如
柱
．
の
礎
や
何
か
、
ら
さ
う
鋼

漸
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
木
製
の
は
同
寺
南
大
門
に
、
先

年
の
大
修
理
迄
は
患
者
の
こ
思
は
れ
る
が
あ
っ
た
が
、
こ

れ
も
亦
腐
朽
甚
だ
し
く
、
再
び
使
用
が
で
き
か
ね
る
の

で
、
現
在
の
は
其
逓
り
新
雪
で
ご
り
か
へ
た
の
で
あ
る

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
縦
奉
古
建
築
研
究
の
栞
（
菅
入
）

（
第
二
百
二
十
翻
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ン
ニ
ク
セ
ン
　
　
エ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ

　
大
和
國
添
上
郡
大
柳
生
村
大
字
忍
辱
山
、
圓
成
寺
楼
門

は
、
室
町
時
代
で
も
早
い
方
だ
ε
思
っ
て
み
る
が
、
あ
の

麿
居
敷
は
次
時
代
の
ご
こ
ろ
で
述
ぶ
る
日
吉
言
言
櫻
門
の

夫
れ
ご
同
様
に
、
露
な
し
の
飾
ゲ
物
で
あ
る
。
尤
も
こ
の

門
は
今
で
こ
そ
完
全
で
あ
る
が
、
上
暦
の
影
堂
以
上
ざ
袖

塀
ご
は
實
は
修
理
の
際
に
補
焦
し
た
も
の
で
、
大
正
の
初

め
迄
は
上
層
の
軸
部
の
上
に
、
薩
に
假
屋
根
が
か
、
つ
て

み
た
の
で
あ
っ
た
。
帥
ち
未
完
成
の
ま
、
に
残
っ
て
ゐ
穴

　
　
　
　
　
　
第
四
聴
鈎
　
　
　
一
一
五
　
（
六
二
三
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
鷲
入
）

の
で
あ
っ
た
か
ら
、
無
論
扉
は
な
か
っ
た
○
扉
が
な
け
れ

ば
唐
居
敷
に
孔
を
あ
け
る
必
要
は
な
い
。
こ
、
に
於
い
て

孔
な
し
の
飾
物
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
場
合
は
、

全
部
完
成
し
て
も
扉
を
つ
け
る
意
志
が
な
か
っ
た
か
も
知

れ
強
、
定
い
ふ
の
は
あ
ん
な
所
は
、
扉
を
吊
り
込
ん
で
も

吊
り
込
ま
な
く
て
も
、
こ
こ
か
ら
で
も
出
入
は
霞
由
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
唐
居
敷
は
長
方
形
の
、
最
も
睡
蓮
の
も
の

で
、
別
段
に
珍
ら
し
い
形
を
し
て
は
み
ぬ
が
、
實
用
に
し

な
か
つ
π
一
例
宣
し
て
か
い
て
お
く
。

　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
時
代

に
な
る
ご
少
し
形
の
潜
っ
た
の
が
あ
る
ゆ
京
都
市
豊
國
神

励
唐
門
の
が
夫
れ
で
、
攣
っ
た
と
い
っ
て
も
、
其
左
右
相

甥
す
る
方
の
長
邊
に
僅
か
に
墾
化
を
も
た
せ
、
上
端
に
も

幾
分
の
細
工
を
し
た
に
止
る
の
で
、
こ
れ
も
亦
こ
ε
に
よ

っ
た
ら
時
代
が
後
れ
る
か
も
知
れ
漁
が
、
同
時
に
こ
の
時

代
の
も
響
み
る
理
由
が
あ
・
（
第
二
百
二
十
一
圖
）
。

　
仙
毫
市
大
図
入
幡
紳
趾
の
石
の
周
の
繊
入
費
の
唐
戸
記

　
　
　
　
　
　
第
閃
門
號
　
　
　
一
…
轟
ハ
　
（
山
ハ
ニ
四
）

は
、
珍
ら
し
く
唐
居
敷
が
用
ひ
て
あ
る
。
第
二
百
二
十
二

圖
に
掲
げ
た
通
）
弛
こ
れ
は
門
で
は
な
く
て
、
肚
殿
の
一

部
に
つ
い
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
新
藥
師
寺
本
堂
の
ざ

共
に
稀
な
例
ご
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。

　
滋
賀
縣
滋
賀
郡
坂
本
村
宴
座
、
官
幣
大
戸
日
吉
帥
就
櫻

門
は
天
正
十
四
年
建
立
の
も
の
で
あ
る
が
、
圓
成
寺
の
こ

同
じ
く
唐
居
敷
為
幣
軸
も
あ
っ
て
軸
摺
の
孔
が
あ
け
て
な

い
。
こ
れ
は
當
初
か
ら
大
き
な
扉
を
吊
込
む
考
ぺ
が
な
か

つ
だ
、
め
で
あ
る
Q
併
し
此
場
合
は
開
放
し
て
お
く
の
も

工
合
が
悪
い
こ
い
ふ
ご
こ
ろ
か
ら
、
簡
輩
な
牢
扉
を
入
れ

て
あ
る
。
け
れ
ご
も
こ
れ
は
方
立
か
ら
七
里
で
開
閉
す
る

機
に
し
て
あ
る
か
ら
、
唐
居
敷
は
前
同
様
全
く
飾
り
も
の

で
あ
る
。
尊
翁
批
大
駆
聯
就
楼
門
亦
さ
う
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代

に
於
い
て
は
、
柱
は
全
部
の
つ
て
了
ふ
事
第
二
百
十
五
圖

の
機
で
あ
る
が
、
ま
π
春
H
帥
飛
複
廊
の
冊
の
去
れ
の
様

皐
分
丈
け
の
っ
た
の
も
あ
る
（
第
二
百
十
四
嗣
＠
）
。
尤
も
後
者
の



例
は
あ
れ
は
文
久
三
年
造
讐
の
時
、
前
例
に
霞
つ
た
こ
す

る
ご
、
邸
ち
治
承
の
型
を
追
ふ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、

勿
論
除
外
例
こ
す
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
多
一
分
さ
・
フ
で
は
あ

る
ま
い
。

　
其
他
第
二
百
十
五
圏
の
は
何
れ
も
高
野
山
の
も
の
で
あ

る
。
其
一
（
同
圃
◎
）
は
金
剛
峰
寺
総
門
の
で
、
柱
は
完
全
に

唐
居
敷
め
上
に
の
っ
て
み
る
○
こ
れ
は
二
枚
つ
ぎ
で
は
あ

　
　
　
　
リ
ヨ
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

る
が
、
壽
．
幅
翻
×
高
碑
あ
る
か
ら
、
全
膿
こ
し
て
は

中
々
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
其
三
㈱
圃
）
は
大
門
の
で
、
こ

れ
は
殆
ん
ざ
接
せ
ん
逸
り
に
二
つ
の
唐
居
敷
を
並
べ
て
お

き
、
其
申
心
柱
を
た
て
、
あ
る
か
ら
、
．
中
心
へ
柱
が
あ
る

に
は
違
ひ
な
い
が
、
　
一
つ
一
別
々
に
み
る
ご
、
昔
通
り

雫
分
の
て
る
る
こ
と
に
な
る
。
田
入
ロ
が
隣
合
っ
て
み

て
、
其
間
に
柱
が
轡
本
あ
る
場
合
な
ら
、
何
も
こ
れ
に
限

っ
た
こ
ご
は
な
い
、
、
い
つ
だ
っ
て
か
う
い
ふ
結
果
に
な
る

で
あ
ら
う
。

　
播
州
加
思
川
に
近
き
刀
田
山
鶴
林
寺
楼
門
の
曇
れ
は
、

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
八
）

第
一
ご
二
圃
の
を
横
に
用
ひ
た
標
な
も
の
、
即
ち
普
蓮
前

後
長
い
も
の
な
の
に
、
こ
れ
は
左
右
（
黙
農
礫
艦

魏
加
。
）
に
長
い
の
で
あ
る
。
上
等
の
も
の
で
は
な
い
が
、

様
式
の
墾
っ
て
み
る
こ
ε
は
確
か
で
あ
る
。

　
第
二
百
二
十
三
圖
は
大
阪
市
四
天
王
寺
廻
廊
西
門
の
夫

れ
で
あ
る
。
寓
眞
で
明
ら
か
な
通
り
、
軸
摺
の
孔
は
石
の

蹴
放
の
州
部
分
に
あ
け
て
あ
ヶ
、
其
受
方
か
ら
四
角
な
石

を
つ
け
て
、
一
見
唐
居
敷
の
檬
に
し
て
あ
る
。
甚
だ
す
る

い
方
法
で
、
こ
れ
は
大
分
に
費
用
の
節
約
が
で
き
、
而
も

数
果
は
同
じ
事
で
あ
る
Q
こ
ん
な
も
の
で
も
唐
居
敷
ご
い

へ
る
か
ざ
う
か
知
ら
ぬ
が
、
形
は
似
て
み
る
か
ら
さ
う
し

て
お
い
て
も
よ
か
ら
う
、
さ
う
す
る
先
づ
第
一
に

　
　
唐
居
敷
に
二
種
類
あ
る
。
一
を
眞
正
、
他
を
擬
似
こ

　
す
る
。

ご
い
ふ
工
含
に
、
分
類
か
ら
し
て
か
、
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ

ご
に
な
る
で
あ
ら
う
。

　
第
嚇
、
一
百
二
十
四
圖
は
同
太
子
殿
の
南
門
で
あ
る
。
南
門

　
　
　
　
　
　
第
、
四
號
　
　
　
一
　
一
・
七
　
（
点
ハ
ニ
五
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
a
本
古
建
築
研
究
ゆ
栞
（
賢
八
）

は
四
脚
門
で
、
本
柱
の
下
に
大
き
な
李
た
い
石
が
あ
り
、

其
身
の
几
帳
面
を
ご
つ
た
角
柱
の
下
に
も
、
ま
た
雫
た
い

面
取
の
四
角
な
石
が
あ
り
￥
其
石
に
扉
の
軸
摺
の
孔
が
あ

け
て
あ
る
。
故
に
二
つ
蝸
所
に
す
れ
ば
凸
宇
形
の
も
の
で

あ
る
が
、
別
々
に
す
る
ご
大
小
二
箇
の
を
並
べ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
場
合
小
さ
い
方
は
頗
る
貧
溺
だ
が
、
前
例
よ

り
は
指
物
で
な
い
丈
け
よ
ろ
し
い
。
或
人
は
こ
れ
を
さ
し

て
「
藁
座
造
出
柱
石
」
ε
し
て
は
ざ
う
か
ご
い
っ
た
が
、

嘉
し
長
過
る
許
）
で
は
な
く
、
ご
う
も
こ
の
名
は
適
當
ご

は
思
へ
な
い
。

外
書
護
國
寺
（
東
寺
）
大
師
堂
の
廓
の
北
側
に
は
門
が
二

つ
あ
る
。
其
二
っ
の
門
に
型
の
熱
っ
た
唐
居
敷
が
用
ひ
て

あ
る
の
を
此
機
會
に
紹
介
を
し
て
聴
く
。

　
ご
つ
の
門
の
う
ち
、
北
側
の
は
檜
皮
葺
の
李
唐
門
で
、

洋
琴
小
舞
裏
、
抽
の
角
柱
の
面
幅
は
狡
い
が
、
男
梁
女
梁

輪
種
は
割
合
に
廣
い
面
を
も
つ
て
み
る
し
、
其
上
に
の
っ

て
み
る
三
つ
の
板
蟹
股
も
亦
古
い
、
即
ち
こ
れ
等
は
何
れ

　
　
　
　
幾

　
　
　
　
　
　
器
材
聴
罪
　
　
　
「
一
入
　
　
（
六
ご
六
）

も
鎌
倉
位
の
も
の
ビ
見
ら
れ
ぬ
事
も
な
い
や
う
で
あ
る
。

併
し
他
の
部
分
は
何
れ
も
江
戸
時
代
位
に
見
ら
れ
る
。
此

円
の
本
権
は
石
の
薄
い
四
角
な
板
一
葦
の
下
に
ざ
の
位

入
っ
て
み
る
か
知
ら
諏
が
、
見
え
て
み
る
こ
こ
ろ
は
薄
い

板
で
あ
る
か
あ
、
假
り
「
に
か
う
書
い
た
の
で
あ
る
一
の

上
に
だ
ち
、
薫
れ
よ
り
少
し
く
は
つ
れ
て
其
上
に
特
殊
の

形
の
木
製
唐
居
敷
が
の
せ
て
あ
）
、
其
上
に
軸
摺
の
孔
を

あ
け
藁
座
金
物
を
打
ち
、
扉
を
吊
込
ん
で
あ
る
。
こ
の
癒

居
敷
も
亦
甚
だ
薄
く
、
周
緑
に
銅
板
を
懇
さ
鐵
鋲
で
打
ち

つ
け
て
あ
・
（
櫛
瀟
三
）
。

　
南
側
の
は
本
卦
葺
四
脚
門
う
古
い
こ
こ
ろ
な
し
。
其
唐

居
敷
は
殆
ん
ざ
北
門
の
に
同
じ
で
、
た
い
茨
が
一
つ
少
な

い
丈
け
で
あ
ゑ
塑
顧
三
）
。

　
大
師
堂
を
建
立
し
だ
時
分
に
は
、
北
門
の
一
部
分
の
様

に
総
て
鎌
倉
式
で
門
も
造
っ
た
が
、
其
後
い
ろ
一
手
入

を
し
た
り
し
て
、
途
に
特
別
の
形
の
今
み
る
露
な
も
の
を

案
出
し
て
用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
等
は
最
初
寓
眞
が



第
十
三
巻

硯
究
の
栞

・
日
本
古
．
建
築
硯
究
の
桑
（
汁
八
）

第
四
三

九

（
六
二
七
）



第
十
三
管
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
入
）

第
「
四
號
　
　
　
一
二
〇
　
（
山
ハ
ニ
八
）



第
十
三
巷

研
究
の
日

日
木
宵
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

第
四
號

（
六
二
九
）

細

1灘1…繍



灘
獲
錨
離

塁

鍵饗

職欝欝1

第
十
三
巷

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

第
四
號

（山

n
ご
一
〇
）



第
十
三
谷
　
　
硯
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
入
）

第
四
號
　
　
一
一
一
三
　
（
六
三
一
）



第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

第
四
號

＝
一
四
（
六
三
二
）

第
戴
百
獄
＋
溶
瀾
一
鱗
欝
欝
甑
繍

、
一
議
蓼

無
記

鷺
饗

無

蕪
h

鰻重

懸
一



第
十
＝

研
究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
入
）

第
四
號

一
五

（山

n
三
三
）

鑛熱

　　懇
到　襟

趨

無
難
黛
灘

灘
灘
灘

｝醤

騒

馨

を
ヴ
う
朋
露

礁欝
礁

灘

藩．

鋤
脇

賊
「
弘

・
べ
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嫡

躍蕪

第
＋
三
巻

究
の
栞

日
本
古
建
築
研
究
の
‘
栞
（
廿
入
）

第
四
號

一山．

n
　
（
山
ハ
一
二
四
）



第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
盲
建
築
研
究
の
栞
（
十
入
）

第
四
號
　
　
一
二
七
　
（
六
三
五
）



第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
木
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

第
「
野
臥
　
　
　
一
二
入
　
　
（
山
ハ
三
山
ハ
）

轍
欝
弩
、

雛
麟
、

襯
灘

謹
徽
撮
難
灘
灘

灘
灘

．
馨
嚢

、



第
十
三
巻

究
の
栞

日
田
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

第
四
號

一
九
　
　
（
山
ハ
三
七
）

讐

灘

灘「

媛－・

t　tgl

螺．続

離．、

Ltilltus’ti越轟繊・

鶏糞妻

、鹸

灘

樵藻
難癖：’　’t、

”N㌧、嫁弾、写．

選　
鍵



第
十
、
＝
．
第

三
の
栞

揺
藻
占
建
築
研
究
の
．
兼
（
汁
八
）

第
四
號

。

（山

蛻齠

入
）



第
十
三
巻

研
究
の
栞

臼
木
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
入
）

第
四
號

（
六
三
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

間
に
合
は
な
か
っ
た
の
で
や
め
る
つ
も
り
の
ご
こ
ろ
、
入

れ
る
事
が
後
に
で
き
る
様
に
な
っ
た
の
で
、
次
に
掲
げ
た

長
崎
幅
濟
寺
の
夫
れ
ご
圖
の
番
號
が
前
後
し
て
し
ま
っ
た

か
ら
、
其
つ
も
り
で
見
ら
れ
鈍
い
。

　
　
　
　
　
箭
　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
膏
　
　
　
　
　
　
　
”
冑

　
江
戸
時
代
の
木
割
法
に
よ
る
唐
居
敷
の
寸
法
の
だ
し
方

に
は
、
各
棟
梁
に
よ
っ
て
い
ろ
一
の
方
法
が
あ
ら
う
が

私
は
よ
く
知
ら
な
い
。
こ
、
に
は
今
手
許
に
あ
る
雛
形
本

に
掲
げ
て
あ
る
の
を
示
さ
う
ご
思
ふ
。
こ
れ
は
柱
の
直
痙

を
輩
位
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
柱
の
直
径
を
「
丁
O
」
ご
す
る
ご
、
高
さ
「
○
・
四
」
、

　
幅
コ
・
七
五
」
、
長
コ
ご
・
O
L
、
さ
う
し
て
圓
柱
帥
ち

　
本
柱
は
、
其
中
心
が
長
齢
を
二
等
一
分
し
た
線
…
上
に
あ
っ

　
て
、
扉
よ
り
遠
い
長
邊
に
内
接
す
る
位
置
に
あ
る
様
に

　
す
る
の
で
あ
る
Q

故
に
柱
は
完
全
に
唐
居
敷
の
上
に
の
っ
て
み
る
。
普
通
の

堂
宮
師
に
、
圓
柱
は
唐
居
敷
の
上
に
の
る
も
の
か
、
或
は

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
三
二
　
（
山
ハ
四
〇
）

牢
皇
位
は
み
だ
し
て
み
る
も
の
か
ご
き
け
ば
、
孚
分
で
た

の
等
は
な
い
ご
言
下
に
否
定
す
る
位
、
新
し
い
の
は
全
部

の
つ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
斎
　
　
　
　
　
幹
　
　
　
　
　
幹

　
當
代
に
は
も
う
H
つ
異
形
の
を
示
し
得
る
の
で
、
帥
ち

長
崎
市
輻
濟
寺
大
槻
門
の
で
あ
る
（
籔
瀟
二
汁
駈
畑
無
リ
）
。
併

し
な
が
ら
こ
れ
を
唐
居
敷
ざ
み
る
か
、
或
は
石
製
藁
座
と

み
る
か
、
量
れ
は
見
標
に
よ
っ
て
何
れ
こ
も
ご
れ
る
で
あ

ら
う
。
だ
か
ら
後
者
で
あ
る
ご
す
る
入
は
さ
う
考
へ
れ
ば

い
〉
の
で
、
私
は
今
は
前
者
ご
み
て
こ
、
に
記
し
て
お
く

の
で
あ
る
。

　
此
れ
は
二
石
よ
り
成
る
。
一
つ
は
下
の
石
で
、
一
方
に

軸
の
廻
縛
す
る
た
め
の
孔
が
あ
け
て
あ
り
、
他
方
は
脚
つ

き
の
壷
ご
な
っ
て
み
る
が
、
其
西
目
に
當
る
ご
こ
ろ
に

　
右
方
の
も
の
。
　
　
唐
獅
子
・
鳥
・
兎

　
左
方
の
も
の
。
　
　
唐
獅
子
・
魚
・
兎

の
順
序
に
、
夫
れ
み
＼
内
側
正
面
外
側
に
厚
肉
に
陽
刻
し



て
あ
る
、
さ
う
し
て
其
毫
座
の
上
に
、
大
き
な
李
だ
い
圓

形
の
精
巧
な
薄
肉
彫
を
施
し
た
石
が
の
せ
て
あ
る
◎
其
圓

形
の
癒
は
少
し
く
外
方
に
膨
ん
で
み
る
か
ら
、
李
た
い
よ

り
は
大
分
に
形
が
よ
ろ
し
い
。
其
面
に
は
、

　
右
方
。
露
光
・
蘭
・
戯
文
。
爵
。
鳥
・
獣
・
蜂
・
戦
野
・
蘭
・

　
　
　
　
松
・
雲
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
左
方
。
難
芝
・
全
文
。
…
漏
。
常
磁
・
牡
丹
（
？
）
∴
蹴
芝
・

　
　
　
　
竹
・
雲
。

等
が
前
同
機
の
順
に
刻
み
つ
け
て
あ
る
。
以
上
の
二
石
か

ら
成
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
唐
居
敷
の
先
が
こ
の
様
に
な
っ
て
み
る
の
は
、
元
は
支

那
で
朝
鮮
に
も
あ
る
。
支
那
の
は
ま
だ
こ
の
圓
石
の
上
に

九
彫
の
唐
獅
子
が
の
っ
て
み
る
鋼
も
あ
る
。
今
問
題
に
し

て
み
る
の
は
支
那
の
酸
寓
で
か
う
大
き
い
の
で
あ
ら
う
、

さ
う
し
て
こ
れ
は
恐
ら
く
あ
ち
ら
で
造
っ
て
持
っ
て
張
た

も
の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
Q

　
こ
れ
等
の
う
ち
、
右
方
の
も
の
、
内
側
り
主
要
獅
模
樵
…

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
轟
奉
古
建
築
研
究
の
栞
（
骨
八
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

で
あ
る
ご
こ
ろ
の
松
・
猿
・
蜂
が
甚
だ
興
味
を
惹
く
の
で

あ
る
。
猿
ご
蜂
ε
の
罰
合
が
い
、
魏
減
で
あ
る
の
み
な
ら

す
、
蜂
ご
其
巣
こ
の
比
例
が
同
書
…
に
で
た
ら
め
で
あ
る
Q

其
上
、
他
の
動
物
ご
此
等
ご
の
比
も
亦
當
っ
て
居
な
い
。

　
大
阪
府
三
嶋
郡
清
水
村
の
山
の
上
に
本
山
毒
こ
い
ふ
寺

が
あ
り
、
覚
ハ
轡
｛
物
に
立
涙
な
硯
が
あ
る
。
傳
に
足
別
晶
義
政

の
愛
玩
晶
で
．
松
永
群
論
が
葬
領
し
當
寺
へ
寄
附
し
た
も

の
で
悪
沈
南
蹟
葡
萄
の
硯
こ
い
ふ
の
だ
さ
う
な
。
墨
を
す

る
こ
こ
ろ
を
除
き
、
一
面
に
葡
萄
唐
草
を
浄
彫
に
し
，
其

間
に
適
當
に
栗
鼠
・
蛙
・
懸
果
（
？
）
・
蜂
ご
蜂
の
巣
・
猿

等
を
配
し
て
あ
る
が
、
栗
鼠
ご
蜷
蝉
ご
同
じ
位
、
蜂
は
猿

の
思
懸
位
の
大
さ
に
し
で
あ
っ
た
り
す
る
ご
同
隣
に
．
蜂

の
…
巣
は
蜂
．
に
鑑
べ
て
小
さ
い
事
、
こ
て
も
顧
濟
里
ご
こ
ろ

で
は
な
い
。
こ
れ
も
亦
支
那
製
ら
し
く
．
双
方
共
比
例
を

無
視
し
π
同
じ
意
匠
の
猿
ご
蜂
ざ
蜂
の
菓
ご
あ
る
こ
ご
に

注
意
す
㎡
、
き
で
あ
る
。

　
闘
で
み
る
通
り
、
精
巧
な
彫
刻
を
し
た
厨
は
少
し
一
趨

　
　
　
　
　
　
石
墨
闘
出
口
　
　
　
圃
三
三
　
　
（
…
ハ
四
一
）



　
　
　
第
七
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
蹟
本
實
建
築
観
究
融
栗
（
骨
入
）

り
が
あ
り
、
厚
も
相
嘗
で
、
再
婚
さ
の
こ
こ
ろ
も
亦
込
み

入
っ
た
曲
線
か
ら
成
っ
て
み
る
上
、
一
は
露
一
は
溺
を
薄

肉
に
刻
ん
で
あ
る
。

　
此
の
石
を
「
石
敢
當
」
こ
い
ふ
さ
う
で
、
四
長
織
市
三
囲

地
誌
篇
犬
親
臨
．
二
）
に

　
　
門
の
爾
側
に
圓
形
の
石
が
あ
る
。
愚
挙
螺
皇
に
置

　
そ
の
形
状
恰
も
鼓
腰
の
如
く
、
花
卉
書
毛
が
巧
妙
に
鋸

　
ん
で
あ
る
。
長
崎
圖
志
や
長
崎
名
勝
圖
絡
な
ご
は
こ
の

　
圓
石
を
石
敢
當
ご
羅
し
て
み
る
。
…
…

ご
あ
る
も
の
で
あ
る
が
．
こ
の
記
事
葺
け
で
は
到
底
こ
の

形
を
髪
髭
さ
せ
る
こ
ご
は
で
き
な
い
。
圃
長
瀞
尊
志
融
は
大

里
の
圖
書
館
に
あ
っ
た
の
を
借
り
て
み
た
が
、
由
や
瓶
や

榊
魔
な
ざ
は
あ
っ
た
け
れ
こ
も
、
私
の
さ
が
し
様
が
い
け

な
か
っ
た
せ
い
か
、
こ
の
石
の
事
は
つ
い
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
◎
四
長
崎
名
勝
圖
絃
』
の
方
は
、
長
崎
市
役
所
に
一

部
あ
る
丈
け
だ
さ
う
で
、
先
臼
の
機
魯
を
失
っ
た
以
上
、

も
う
一
度
霞
直
さ
澱
限
り
み
る
こ
ご
は
で
き
漁
か
ら
、
つ

　
　
　
　
　
　
潤
目
購
驚
｝
　
　
　
一
…
訟
閤
　
　
（
山
ハ
四
二
）

ま
参
今
の
問
に
あ
は
濾
の
を
遣
憾
こ
す
る
。

　
大
正
十
三
年
六
月
盛
行
、
鵬
濟
寺
現
住
三
浦
實
滋
師
の

編
韓
に
な
る
四
光
風
蓋
宇
賊
こ
い
ふ
鍵
帖
に
も
．
殆
ん
ざ
同

襟
の
記
事
が
あ
る
。
姑
く

　
『
…
…
爾
…
側
な
る
柱
脚
へ
長
方
形
の
牽
石
の
上
に
置
か

　
れ
た
る
鼓
腹
駿
石
爾
基
あ
り
糀
卉
野
毛
を
刻
し
て
巧
妙

　
を
極
む
長
崎
町
諦
並
に
長
崎
名
樹
齢
給
に
依
れ
ば
該
石

　
を
石
黙
認
ご
謝
し
居
れ
り
Q

ご
あ
っ
て
、
右
側
の
猿
蜂
の
寓
話
を
掲
げ
、
其
上
に
、
、
石

敢
當
こ
い
ふ
文
字
を
印
固
し
て
あ
る
。
石
敢
當
に
つ
き
て

は
出
好
古
田
三
囲
に
記
事
が
あ
り
、
四
集
古
十
種
囲
に
拓
本
の

複
製
が
で
て
み
る
が
、
誉
れ
は
文
字
で
あ
る
。
こ
の
唐
居

敷
の
吋
部
分
の
圓
い
こ
こ
ろ
を
な
渉
さ
う
い
ふ
の
か
、
私

に
は
よ
く
舗
ら
な
い
Q
併
し
な
が
ら
三
浦
華
道
師
は
、
今

で
も
さ
う
い
っ
て
み
て
、
本
に
も
さ
う
か
い
て
あ
る
ご
言

っ
て
ゐ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
．
か
う
い
ふ
名
で
判
る
の
で
あ

ら
》
フ
っ



　
支
那
は
清
朝
時
代
の
、
先
づ
工
匠
必
携
ご
で
も
い
ふ
べ

き
も
の
に
四
工
罧
図
法
】
こ
い
ふ
の
が
あ
る
。
蹟
る
珍
本

で
、
何
十
冊
か
の
だ
さ
う
だ
が
、
揃
っ
た
の
は
め
つ
穴
に

な
い
の
み
な
ら
す
、
お
そ
ろ
し
く
高
償
な
も
の
だ
ビ
い
ふ

こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
本
に
は
、
こ
の
貰
い
石
を
『
絢
三
石
』

善
い
て
毒
遣
う
で
あ
轟
鑛
，
抱
薯
壕
脅

適
當
な
名
の
様
に
思
ふ
。
石
敢
當
で
は
何
だ
か
鯛
ら
な
か
。

　
此
れ
は
支
那
で
造
っ
て
も
っ
て
き
た
か
、
或
は
長
騎
に

み
た
支
那
の
石
工
が
こ
ち
ら
で
彫
刻
し
た
か
、
何
れ
に
し

て
も
支
那
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
、
ε
私
は
考

へ
て
る
る
。
石
は
青
昧
を
帯
び
、
其
仕
上
は
水
磨
き
で
光

っ
て
み
な
。
砂
岩
の
一
種
で
あ
ら
う
が
、
支
那
の
石
か
日

本
め
か
到
漸
す
る
カ
が
な
か
っ
た
の
で
、
ま
だ
ほ
ん
こ
う

の
事
が
鋼
ら
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
例
へ
支
那
入
が
ほ

っ
た
の
で
も
、
日
本
に
あ
る
建
築
に
用
ひ
て
あ
る
以
上
、

我
國
の
唐
居
敷
の
一
例
ご
し
て
も
差
支
は
あ
る
ま
い
。
其

文
襟
意
匠
に
捨
て
難
い
ビ
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
爲
翼
を
澤

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
話
本
古
建
築
研
究
の
業
（
費
八
）

山
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
躰
　
　
　
　
　
　
蟄
　
　
　
　
　
　
蓬

　
ま
た
唐
鷹
敷
ざ
藁
座
ご
一
石
よ
り
刻
み
だ
し
た
の
が
あ

る
が
、
ざ
つ
ち
か
ご
い
ふ
ε
稀
れ
な
方
で
あ
ら
う
Q
一
例

は
東
京
芝
の
徳
川
家
霊
廟
　
二
代
將
軍
廟
拝
殿
の
前
面
に

あ
．
四
脚
門
の
唐
居
敷
は
、
普
遭
の
場
合
、
・
｝
同
じ
様
亭
長

方
形
で
篭
る
が
、
扉
軸
重
し
煮
る
ビ
こ
ろ
に
恰
も
藁
座
の

機
な
形
に
宇
分
寄
り
く
う
出
し
て
あ
る
○
賜
れ
か
ら
其
前

面
に
あ
る
長
場
に
東
の
方
よ
り
の
出
入
の
た
め
に
設
け
て

あ
る
藥
忌
門
l
l
軍
唐
…
門
で
藥
欝
…
門
で
あ
る
が
、
所
謂
唐

藥
居
門
ご
い
へ
る
か
ざ
う
か
剣
ら
な
い
．
か
ら
、
た
“
藥
居

門
ご
し
て
お
く
こ
ご
に
し
た
一
i
は
、
本
柱
が
入
角
で
其

下
に
同
じ
く
入
角
形
の
礎
に
小
さ
い
唐
居
敷
が
つ
き
、
同

時
に
天
竺
機
木
鼻
を
背
中
合
せ
に
し
た
木
製
藁
座
と
全
く

同
じ
形
の
も
の
が
其
石
か
ら
刻
み
だ
し
て
あ
る
。
以
上
二

．
例
腐
朽
の
心
配
は
な
い
が
、
唐
居
敷
こ
す
る
か
藁
座
の
方

へ
入
れ
る
か
、
或
は
爾
方
兼
ね
た
も
の
ε
す
る
か
、
何
れ

　
　
　
　
　
　
第
四
魏
　
　
　
一
三
瓢
　
　
（
山
ハ
M
闘
融
一
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
海
本
甲
建
築
研
究
の
栞
（
廿
八
）

に
し
て
も
よ
か
う
が
、
　
こ
ん
な
ざ
ち
ら
ε
も
っ
か
澱
も
の

が
あ
る
事
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
　
曇
　
　
　
　
　
砦
　
　
　
　
　
　
葵

　
次
に
前
號
及
び
本
號
に
か
い
た
の
を
詳
論
に
す
る
ど
次

の
機
に
な
る
。

　
　
飛
鳥
時
代
に
於
け
る
唐
居
敷
の
有
無
は
未
詳
で
あ
る

　
が
、
奈
良
以
降
出
入
口
の
柱
下
に
用
ひ
ら
れ
π
も
の
で

あ
っ
て
、
石
製
ε
木
製
ご
あ
っ
た
。
其
卒
面
は
殆
ん
ご

総
て
長
方
形
で
あ
る
が
、
稀
に
除
外
例
ご
し
て
図
形
或

　
は
其
他
特
殊
の
形
を
し
だ
の
も
あ
っ
た
。
時
に
或
は
多

　
く
の
装
飾
的
彫
刻
を
し
だ
別
種
の
石
を
加
へ
淀
美
事
な

　
一
も
あ
る
が
、
二
就
、
、
、
支
祁
の
族
寓
f
支
駆
零
一
－
、

　
で
あ
・
．
思
は
れ
る
∂
日
奉
式
の
に
か
・
る
手
の
込
ん

　
だ
も
の
は
見
當
ら
な
い
。
■
石
製
の
に
は
稀
に
藁
座
を
「

　
石
よ
り
刻
み
だ
し
だ
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
叢
年
八
短
三
十
…
B
稿
了
）

第
四
號
　
　
　
一
三
山
ハ
　
（
六
四
四
）

紹

介

　
　
⑱
日
本
更
學
曳
　
文
學
博
士
　
清
原
　
貞
雄
著

　
我
國
に
於
て
纒
つ
た
実
畢
史
の
崩
現
は
本
書
を
以
て
噛
矢
ε
す

る
、
史
墨
そ
れ
富
腱
が
既
に
触
箇
の
史
的
現
象
な
る
以
上
そ
の
獲

展
を
研
究
封
象
ミ
す
る
輿
學
史
の
成
立
す
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
、

殊
に
我
國
は
千
年
に
鯨
り
て
こ
の
墨
の
歴
更
を
有
す
る
の
で
あ
る

が
從
來
こ
れ
に
間
す
る
著
作
の
甚
だ
乏
し
か
っ
た
の
は
寧
ろ
不
思

議
ミ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
ば
本
書
の
出
現
は
誠
に
四
谷
の
楚

暑
に
も
比
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
全
篇
五
章
，
朝
廷
の
國
史
編

纂
、
準
安
朝
時
代
に
於
け
る
私
撰
の
一
三
、
几
鎌
倉
時
代
、
南
北
朝

足
利
時
代
、
徳
川
時
代
が
そ
れ
で
あ
り
各
三
共
に
一
々
の
堕
書
を

中
心
言
し
て
そ
れ
ら
の
編
纂
の
由
來
、
一
月
内
容
並
に
患
想
を
読

き
背
景
ミ
し
て
の
時
代
思
想
を
も
随
時
に
ミ
り
入
れ
て
み
る
。
史

學
史
の
構
造
に
つ
い
て
は
種
々
議
論
多
き
芝
こ
ろ
で
あ
っ
て
本
書

の
如
き
も
な
ほ
満
さ
る
べ
き
多
く
の
要
求
を
そ
の
中
に
含
ん
で
居

る
電
思
は
れ
る
が
こ
れ
に
よ
っ
て
我
國
に
於
け
る
史
學
襲
蓬
の
過


